
文教厚生常任委員会議会報告会実施報告書 

開 催 日 時 平成２９年１月３０日（月） １４時～１５時５５分 

開 催 場 所 明石市役所 議会棟２階 大会議室 

出 席 議 員 委 員 長 千住啓介 

司 会 者 千住啓介 

記 録 者 佐々木敏 

そ の 他 

楠本美紀 大西洋紀 辰巳浩司 穐原成人 遠藤恒司 出雲晶三 

（以上 文教厚生常任委員） 

坂口光男 久枝陽一（以上 議会活性化推進委員） 

参 加 人 数 明石市障害者当事者等団体連絡協議会 １９名 

傍 聴 者 ６名 

報 告 内 容 

 

 

 

・障害者配慮条例について（報告者：佐々木敏） 

 

・駅ホームドアの設置について（報告者：穐原成人） 

 

主な意見・提

言・要望と応答 

 

◎テーマ◎テーマ◎テーマ◎テーマ：：：：明石市明石市明石市明石市のののの障害者福祉障害者福祉障害者福祉障害者福祉のののの向上向上向上向上についてについてについてについて    

 

要望：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 公共交通安全対策の意見交換会で、障害者団体と市議会、事業者、明石市が気軽に 

 話し合える場を作ってほしい。 

要望：（明石市身体障害者福祉協会） 

 大久保駅のすぐ東側の踏切が、踏切の歩道が狭く通学・通勤時に危険になっている。 

 特に高齢者・障害者が危険で渡れない。歩道を広げてほしい。 

応答：（遠藤委員） 

 ご指摘の踏切の東西の踏切を使ったほうが時間短縮できると思う。そのことが、周 

 知されれば、混雑が緩和されるのではないか。 

要望：（明石市身体障害者福祉協会） 

 電車のダイヤが乱れた時が特にひどいので、なんとかならないか。 

応答：（穐原委員） 

 土山駅の踏切も同じようなところがある。国の指針で、日本全国で五百何十か所の 

 危険踏切の改善ということがでていた。これらの踏切がこの中に入っていれば早く 

 改善できる。入っているかどうか調べる。JRのほうからは踏切の廃止という厳しい

ことも出ているが、地域のためにならない。国のほうの指針では、歩行者・自転車

に配慮した拡幅をすべきということがでている。こういうふうなことを踏まえて明

石市でも改善ができればと思う。アンテナをはりめぐらせて頑張る。山陽電車では、

小さな踏切を廃止すれば、踏切の拡幅を考えるというような話が出ている。まちづ

くり協議会で検討をし、一致をみて拡幅をするという流れがでている。住民同士の

交流ということを大事に考えて進めていきたい。 

意見：（明石市身体障害者福祉協会） 

 魚住駅から西に二つ目の踏切が、通学路にもなっており非常に危険であった。ここ 

 一年ほど前から、歩行者・自転車通路を広げて安全になった。非常にいい例である。 

要望：（明石ともしび会家族会） 

 山陽電車の大蔵谷駅の東側地下通路が暗い。整備をお願いしたい。 



応答：（辰巳委員） 

 地下道は、落書きがあったり、道路面の傷みがあると聞いている。市内の街路灯の

LED化を進めている。そういうことも含めて担当課と調整をしていきたい。 

要望：（明石地区手をつなぐ育成会） 

 総合福祉センターの歯科の施設が老朽化している。診てもらえる日・時間の制約が 

 ある。障害の特性でじっとしていない人がいる。障害者・高齢者の医療を考えるネ 

 ットワークの構築をお願いしたい。また、グループホームの拡充をお願いしたい。 

要望：（明石ともしび会家族会） 

 歯医者で、じっとしていない人は、全身麻酔をしなければいけない。麻酔をすると 

 覚醒するときに危険な人もいる。総合病院でないと対応できない。市民病院でそう

いうことをやってもらえたらと思う。 

要望：（明石市肢体不自由児者父母の会） 

 市長にも先ほどの市民病院でという話をしたことがある。答えは聞いていない。で

きれば一日でも早く市民病院でも、医療センターでもいいので実現してほしい。 

応答：（楠本委員） 

 介護施設で働いている方から聞いたところ、障害者で介護が必要なひとがいるため、

介護の知識しかないと対応が難しいとのことだ。それぞれの専門知識があるひと同

士の意見交換をしていかなければならない。 

応答：（辰巳委員） 

 歯科医師会の顧問議員をやっている。3 年前からどこかにという話がある。市民病

院の近くで、どこかということで動いている。もう少しお待ちいただきたい。 

要望：（明石市視覚障害者福祉協会） 

 診察・検査後のデータを記録媒体でいただくと、自分のパソコンで読むことができ

る。それを申し込めば明石市内の病院でもらえるようにしてもらいたい。自分のこ

とは自分で知りたい。人に知られたくない。 

要望：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 健常者が、障害者へ声掛けすることをためらっている。市議会だより等で啓発活動

をお願いしたい。昨年の 11月の広報あかしで、障害のある人や配慮の必要な人のマ

ークとして、譲りあい感謝マーク・ヘルプマーク・ハートプラスマークが載ってい

る。どこに行ったらもらえるのと聞かれるが、明石市でもらえるのは、譲りあい感

謝マークだけである。他のマークも手に入るように配慮願いたい。 

要望：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 電車に乗っているときに、内部障害、耳の不自由な方は、見た目ではわからない。

障害者手帳を膝の上に置いて優先座席に座っている人もいる。ペースメーカーを入

れて座っている人の近くで携帯電話を使っている人もいる。15㎝離すと大丈夫とい

う報道もあったが、配慮をお願いしても文句を言われたりする。杖をついていても

席を代わってもらえなかったり、妊婦さんでも、目立たなかったら代わってもらえ

ない。マークを付けておれば、そのマークが認知されていけば代わってもらえるの

ではないか。 

要望：（明石市身体障害者福祉協会） 

 ブラインドランナーのお世話をしたことがある。少し経験があれば、充分お世話が 

 できる。街中を一人で歩いている視覚障害者に、前から声をかけていただきたい。

そして、どこかにつかまらせていただいて、半歩前に出て誘導していただければと

思う。どうぞ声掛けをしてください。 

応答：（出雲委員） 

 健常者が障害者をすぐに助けられるという、いい社会になったらと思う。 

要望：（明石ろうあ協会） 

 筆談の場合、簡単な単語を並べていただくと情報として受け取れる。最近、明石の



駅前広場でもいろんな所に筆談ボードが置いてあり便利になった。 

質問：（千住委員長） 

 私は手話ができないが、皆さんは筆談ボードを日頃からお持ちなのか。 

応答：（明石ろうあ協会） 

 私はスマートフォンを使っている。メモを持っている人もいる。 

質問：（大西委員） 

 緊急時などのために、家にステッカーなどを貼っているということはないのか。 

応答：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 家に貼れるマークはないと思う。ろうあ協会が黄色いバンダナを持っている。他 

 は持っていない。 

要望：（明石地区手をつなぐ育成会） 

 12月、1月に市内の地域で避難訓練をされている。一覧表を配って地域の訓練には、

参加するように伝えている。知的障害の子ども、特に自閉症の子どもは音がだめだ。

避難所で皆と一緒にいるということ自体ができない。東北の震災の時も、避難所に

いけないので自宅にいた人がいる。福祉避難所の充実をお願いしたい。福祉避難所

までどういうふうに行くのかという訓練も大事である。 

質問：（大西委員） 

 私は消防団員である。災害時、救助する時に、マークがあれば助かるのだが、マ 

 －クがない団体の皆さんのご意見をお聞きしたい。 

応答：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 各団体で検討したい。要援護者名簿は、民生委員が管理されている。ただし、障害

があるということを知られたくない人もいる。 

要望：（明石地区手をつなぐ育成会） 

 このたび初めて避難訓練の連絡があった。障害者が参加していいものかどうなのか

ということがあった。自治会の方から障害者も来てという呼びかけがあったらと思

う。また、避難訓練の時に交流の場がもう少しあったらと思う。 

要望：（明石市障害者当事者等団体連絡協議会） 

 神戸市の場合、施策でガソリン券の支給がある。明石市の場合、バス・タクシーの

助成はあるが、ガソリン券の選択制をお願いしたい。 

応答：（穐原委員） 

 私も選択制がいいのではないかと思っている。必要な人に必要なものをとの思いで、

頑張っていきたい。 

要望：（明石市肢体不自由児父母の会） 

 息子にタクシー券をいただいているが、車で行くのでまったく使っていない。ガソ 

 リン券をいただくと助かる。 

要望：（明石市肢体不自由児父母の会） 

 車いすごと移動しなければならないことが多い。自家用車でないと難しい。ガソリ 

 ン券の支給をお願いしたい。 

要望：（明石市視覚障害者福祉協会） 

 手話言語条例の中に、代読・代筆をもりこんでもらった。訪問型の代筆・代読の派

遣ができないか。たくさんの書類をかかえて困っている人がいる。 

要望：（明石ともしび会家族会） 

 グループホームが不足している。市住・県住も活用して考えてほしい。精神障害者

用ショートステイが明石市にはない。ぜひ検討をお願いしたい。 

要望：（明石地区手をつなぐ育成会） 

 バス・タクシーの補助自体の見直しを言われたことがあった。廃止にならないよう

配慮を願いたい。障害者への理解を深める啓発活動をお願いしたい。福祉の現場の

労働条件が厳しい。福祉の現場を市民の皆さんに理解してもらえる啓発をお願いし



たい。 

要望：（明石市肢体不自由児父母の会） 

 支援学級等に進む子どもが、親の介助なしに過ごせるようにしてほしい。 

要望：（明石市ともしび会家族会） 

 議会に、当事者の生の声を聴く機会を設けてほしい。 

要望：（明石市視覚障害者福祉協会） 

 盲導犬は店に入れるようになっているが、現実に店に入れるようにお願いしたい。 

要望：（明石市身体障害者福祉協会） 

 山陽電車大蔵谷駅のすぐ東の地下通路の治水・安全対策をお願いしたい。 

要望：（明石ろうあ協会） 

 無人駅と派出所のろうあ者への配慮をお願いしたい。音声対応のインターフォン、

派出所の無人時に、電話をかけてくださいと表示されているが、電話できない人の

対応をお願いしたい。 

 明石市市議会議長 深山 昌明様 

    平成２９年１月３０日 

       上記のとおり報告します。 

                           文教厚生常任委員長 千住 啓介  


